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見直‐ 手百だ爾り更さ
～自治会でふれあい0交流0助け合い～ わこうつちの

いもうと
「さつきちゃんJ

個人ではできないことが、自治会ならできます。役員のみならず、各会員が積極的に活動に参力0することでさらに交流を

深められます。参カロすることに年齢制限はありません。老若男女に活躍の場があります。私たちが住む和光市に望むこと

を自治会を通じて要望したり、地域の困りことを相談することもできます。

市内一斉防犯パトロールに力0え、自主防犯活動により

地域の安全を守ります。

防災訓練に参力Dし 、共助の意識を高めます。

和光市地域防災訓練

6/10(日 )不□光市地域防災訓練が実施されました。今年 |よ より

リアルな訓練を心掛け、協力自治会から避難所運営スタッフを募

り、こ協力いただきました。避難所運営スタッフはリーダー、サブ

リーダー、総務班、環境班、救護班、食料

物資班に分かれ、避難訓練プログラム運

営の中心的役割を果たしました。

参カロ者数 :2,121名 納自治会員1,233名 )

参カロ自治会数 :53(実質44)自治会

夏祭りや餅つき大会等のイベントを通じて地域で交流ができます。
写真は浅久保町会、浅久保上町会、浅久保仲町会、浅久保こぶしの会、大世会、
リラテイヴ和光、コスモステージ和光、コスモヒルズ、シティ八ウス和光丸山台の
9自治会合同餅つき大会

年3回のクリーン・オブ0不0光 (市内一斉清掃)や自治会

独自の清掃活動で自分たちが住むまちをきれいにします。

@ uu-r.t).fr[t
平成30年度第1回クリーン・オブ・

和光は多<の自治会員にこ参力0い

ただき、まちをきれいにすることが

できました。

粗大こみは平成29年度第1回 と

比較して630kg減少しました。
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ID平成30年度定期総会報告
不□光市自治会連合会第55固定期総会が5/19(土 )市民文化

センター小ホールにて、94自 治会 (内 委任状27自 治会)出席の

もと挙行されました。本田会長のあいさつに続き、こ来賓から

の祝辞を頂戴し、議長に本橋勝志氏 (北□自治会)を選出し、議

案の審議に入りました。平成29年度事業・決算報告、平成30年

度予算・事業計画・目標 (案)が原案のとおり承認されました。

質疑応答ではたくさんの質 Poaが挙げられ、活発な議論が交わ

されました。

今回の総会から自治会役員を10年以上務められている現役

役員の方に自治会永年功労者表彰を授与することになり、33名

の方が表彰されました。

平成30年度 役員・理事…覧

顧 問 富 澤   賞

顧 問 浪 間   貞

会 長 本 田   亮 七区

副会長 本 多 好 太 郎 泉台

副会長 山 田  智 好 協不□会

副会長 原 田  政 雄 白三西牛房

副会長 尾 和   浩 白子水門会

会 計 本 橋  良 吾 不ロツ旨自曽ノヽ

事務局長 冨 澤   勝 越後山

理 事 * 芦 原   修 シーアイ八イツ不□光

理 事 大 野   忠 南上町会

理 事 萩 原   尚 西大和団地

理 事 守 屋  佳 輝 西漆台

理 事 横 路  秀 雄 漆台向坂

理 事 柴   吉 紘 越戸

平成30年度予算 oo.4.1～釧.3.釧 )要約 平成30年度事業計画 (抜粋)

収入の部 (単位 :円 )

(単位 :円 )

理 事 福 西  真 司 和光会

理 事 深 野   威 一新会

理 事 清 水  要 司 吹上睦会

理 事 伊 藤  芳 夫 浅久保町会

理 事 飯 田  久 夫 浅久保上町会

理 事 力0山  秀 夫 白三泉

理 事 * 力0山  勝 正 向山

理 事 野 □  章 双葉会

理 事 富 澤  隆 司 ―竜会

理 事 榎 本  克 実 四晴会

理 事 * 佐 藤  國 久 DIKマンション和光

理 事 金 丼  良 浩 大和会

監 事 力0山  茂 夫 白―東

監 事 柴 崎  豊 明 諏訪会
*:新 任

4,180,750

6,947,201

4月 15日 (日 ) 防犯パトロール

5月 7日 (月 ) 第1回理事会

5月 19日 (土 ) 第55固定期総会

5月 27日 (日 ) みんなの活動マルシェ

6月 10日 (日 ) 地域防災訓練

6月 17日 (日 ) クリーン。オブ・和光

6月 25日 (月 ) 第2回理事会

7月 2～ 6日 (月～金) 前期地区懇談会 (5地区5会場)

8月 22日 (水 ) 第3回理事会

10月 8日 (月 ) 市民体育祭

10月 22～23日 (月・火) 県外視察研修

11月 第4回理事会

11月 11日 (日 ) 市民まつり

11月 18日 (日 ) クリーン・オブ・和光

11月 23日 (金 ) ゆめあい和光まつり

12月 16日 (日 ) 防犯パト□―ル

2月 2日 (土 ) 新年顔合わせ会

2月 12～ 18日 (火～月) 後期地区懇談会 (5地区5会場)

3月 3日 (日 ) クリーン。オブ・和光

3月 第5回理事会

240,930
419,985

4,716,251

支出の部

市 補 助 金

事 務 費



平成30年度前期地区懇談会
7/2(月 )～7/6(金)の5日間にわたつて5地区で

地区懇談会が行われました。

今回はワークショップ形式で

1.地域間交流について

2.自治会活動の中で不足していること

以上の2点を議題として、活発な議論が交わされました。

次のような意見が挙がりました。

1について 自分の自治会だけで手いつぱいであるから、他の自治会との交流

まで手が回らない。

2について 高齢化が進み、若い人はあまり自治会に入らない。

そのため役員のなり手がいない。

地区懇談会を通して現状の自治会運営の難しい点が浮き彫りになり、悩みが

共通していることが分かりました。その一方で、地域間交流や役員の引継ぎに成

功している自治会もあり、成功例を共有することができました。

∈〕みんなの活動マルシェ
5/27(日 )市役所市民広場でみん

なの活動マルシェが開催され、今年

も自治会連合会 |よ 参カロしました。水

ヨー∃―釣りにカロえ、キャラクターの

マスコットすくいも実施しました。子

どもたちに大好評を博し、午前中に

完売しました。

C)ふれあい・交流事業
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我々の自治会区域内に長年閉鎖されたままになつている

西牛房親水広場があります。この広場を有効活用できない

か、自治会で協議の結果、県土整備事務所の了解を得て、

マレットゴルフのコースを9ホール造りました。

早速8/5(日 )に第1回マレットゴルフ大会を開催。この日

|よ大変暑く、参カロ者は15名と少数。競技も9ホールで実施。

ルール説明後に3人 1組でそれぞれに経験者が入り、合計5

組で競技を開始。今回|ま原田会長が賞品にメロンを6個用意

白三西牛房自治会 総務 田□繁夫

したとのことで、皆気合が入つている様子でした。中でも以

前、和光市と佐久市とのマレットゴルフ交流会経験者は用具

を自費で購入する気の入れよう。限られたスペースでのコー

スのため、幅が狭い部分があり、いかにOBを出さないかが

スコアメイクのポイントとは言え、思わぬところでOBが出て

皆苦戦。とても暑い日でしたが、皆マレットゴルフの楽しさを

味わつていました。今後も定期的に開催し、地域の皆さんと

ともに楽しいひと時を過こしたいと思います。
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桜自治会 (会長 佐藤栄志)自主防犯バトロール隊が埼玉県防犯

のまちづくり推進会議より感謝状を授与されました。日頃の積極

的な防犯活動がまちの安全につながつていると評価されました。

おめでとうこざいます !
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す 広報編集委員

●大野忠 (南上田I会 )

●カロ山秀夫 (白三泉)

●福西真司 (委員長和光会)

●飯田久夫 (浅久保上町会)

●富澤隆司 (一竜会)

回覧板をこ希望の自治会に配布しています。

事務局までお問い合わせください。
問合せ !和光市自治会連合会事務局(和光市総合福社会館内)8048(463)0104

自治連へのこ要望は >e― mall!wako liChiren@wakokyodo net
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編 集 後 言己        飯 田 久 夫 (浅久保上町会)

7月の西日本豪雨では、広範囲に多くの犠牲者と地域の生活基盤を失う

多大な被害をもたらしました。そんな中、住民の手で犠牲者を一人も出

さなかつた地域もありました。そこでは高齢者や障害者らの避難を助け

る担当者をあらかじめ決める「担当者制度」を創設し普段から避難ルー

トを決め訓練をしていました。また別の地域では、氏名や生年月日・l寺病

などを記載した「災害・避難カード」を首から下げ避難し、点0乎・避難者リ

ストの作成や行方不明者の有無の確認ができたそうです。

今こそ不0光市でも地域のつながりで「共助」が求められています。

祓 も 薔ヽ
1.1


